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＜ 展 示 ＞

「北大生の学生群像」第Ⅰ期・第Ⅱ期（附属図書館・大学文書館共催企画展示）

１．展示の企画

２００９年春、附属図書館北方資料室から大学文書館に対し、学生が図書館に関心を持って

来館するような「学生生活」をテーマとする展示を企画したい旨の呼び掛けがあった。大

学文書館ではこの提案に賛同し、附属図書館蔵書と大学文書館所蔵資料を中心として、札

幌農学校以来の学生の生活を展示構成することとした。

１８７６年の札幌農学校開校から今日までの北海道大学の歴史を、おおまかに、①札幌農学

校前・中期（１８７６～１９００年）、②札幌農学校後期（１９００～１９０７年）、③旧制帝国大学期（１９０７

～１９４８年）、④新制大学期（１９４９年以降）と区分して４期構成の展示とし、２００９年度開催

予定の①②２期分の展示案を８月までに立案した。

展示場所は附属図書館正面玄関ロビーを予定した。学生・教職員はもちろん、学外から

の来観者や観光客等の目にも留まり易いが、半面、管理の目が届かず、陽光が射し込むな

ど、図書資料や文書資料を展示するには向かない場所であったため、レプリカを作成する

こととなった。

また、図書資料や文書資料などを主とする展示物で「学生生活」を表現するのは非常に

難しく、時代が遡るほど、ある程度詳細な展示解説が必要となる。しかし、解説文が長過

ぎると展示の精彩を欠くと判断し、展示物と短い解説で表現しきれない点は「学生自身の

声」（すなわち、学生時代を振り返った当事者の回想）で補うこととした。この回想文を、

回想者の略歴と学生時代の顔写真と共にパネル化して展示することとした。

展示物のレプリカとパネル作成を、８月下旬に附属図書館経費で業者へ発注した。１０月

下旬にパネル、１１月上旬にレプリカが納品された。

１０月３０日からパネルのみの展示を開始し、１１月１６日からはレプリカ等の展示も加え、第

Ⅰ期展示を完成した。パネル貼り付けボード縦１１７×横１７３�サイズ６枚と縦１１７×横８７�
サイズ４枚、展示ケース縦７５×横１８０×深２７�サイズ４個を使用した。第Ⅰ期は、展示挨
拶パネル１枚（A１判サイズ）、展示概要解説パネル１枚（A１判サイズ）、回想文パネル

１６枚（B３判サイズ）、写真パネル４枚、展示ケース内の展示物２６点で展示を構成した。

２．展示の期間・場所

（１）第Ⅰ期展示の開催期間：２００９年１０月３０日～２０１０年２月１５日

（２）第Ⅱ期展示の開催期間：２０１０年２月１６日～２０１０年５月１５日
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（３）開催場所：北海道大学附属図書館２階 正面玄関ロビー

３．展示解説

第Ⅰ期 札幌農学校生の学生生活（１）――札幌農学校で世界と出会うとき――

札幌農学校前・中期（１８７６～１９００年、第１～１８期生）は、学生たちが農学校で西洋をは

じめとする世界と出会い、学生生活の中で学び取り、やがて世界・各界へと旅立っていった。

Ⅰ－１．教室で西洋文化と出会うとき

前期の札幌農学校では、外国人教師は英語を用い、洋書をテキストとし、洋式器具を使

用して、最先端の西洋科学に関する講義を行なった。学生たちは必死で英語の講義をノー

トに書き留めた。また、講義は最先端の科学だけに止まらず、西洋文学・歴史学・地理学・

経済学など人文・社会科学にも及んだ。初期の学生にとって、教室は西洋文化との出会い

の場であった。

Ⅰ－２．放課後だって西洋流

西洋流は放課後も続いた。寄宿舎の食卓には洋食がのぼり、学生同士が居室での会話を

英語に限り、学生が自主的に英語による演説・討論会、聖書の輪読会を開催した。また、

外国人教師の発案により、農場での労働の対価として賃金が支払われた。この「学生アル

バイト」は、士族出身者がほとんどだった学生たちの労働観を変えていった。

Ⅰ－３．教室から飛び出して

学生たちにとって勉学の場は教室だけではない。１８９３年以降、教師が引率する修学旅行

は農学校の行事として定着し、学生たちは植物採集、地質調査、農場・牧場の経営調査、

農産物の作況調査、農業技術調査、土木工学調査、博覧会の見学等を行なって、詳細なレ

ポートを提出した。また、農学校生が札幌の私塾・予備校の講師として英語を教え、教わっ

た生徒が農学校へ進学するという循環も形成されていった。

Ⅰ－４．農学校を飛び立つ

こうして教室内外で西洋をはじめとする世界に出会った学生たちは、やがて農学校から

世界へむけて飛び出していく。農学校で学んだ専門的知識を生かして技術者となる者、英

語教師になる者、さらに学ぶべく欧米へ赴く者、請われて台湾・中国などへ渡る者など様々

であった。各界で活躍した彼らの素地を育んだのは、農学校の学生生活であったと言える。

Ⅱ．札幌農学校生の学生生活（２）――札幌農学校で世界が出会うとき――

札幌農学校後期（１８９０年代～１９１０年、第１７～２３期）、農学校の校風と人材育成の成果が

広く知れ渡り、全国各地、そしてアジア諸地域からも学生たちが集った。農学校は世界が

出会う場となっていった。

Ⅱ－１．有島武郎がいた青春

第１９期生有島武郎は在学時代から異彩を放つ存在であり、既に文学的才能を発揮してい
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た。有島は、学生時代も卒業後も同期生や後輩たちに様々な刺激を与え続けた。

Ⅱ－２．羽ばたく１９期生

有島だけではなく、第１９期生からは俊英を多く輩出した。有島と共に一時期母校の教官

も務めた親友の森本厚吉は、都市消費生活の新スタイルを提唱し、東京文化学園を創立し

た。応用菌学者半澤洵、園芸学者星野勇三は、北大教授陣の中核を担った。岩波六郎は最

新の牧場経営法の紹介に勉めた。

Ⅱ－３．北のアゼンス、札幌ヘ

各地・各界で活躍する卒業生たちや刊行物を通じて、札幌農学校の校風や成果が広く知

られるようになった。沖縄を含む全国から学生が集まるようになり、さらに中国大陸、朝

鮮半島、インドからも留学生が訪れた。古代学術都市アテネになぞらえて、札幌を「北の

アゼンス（Athens）」と呼び慣らわすほどであった。

Ⅱ－４．さらば、演武場の青春

札幌農学校は札幌市街地の中心にあって、札幌の街の形成と共に歩んできた。農学校も

学生たちも札幌の街になくてはならないものになっていた。農学校の運動会である遊戯会

は街の風物詩として多くの観客を集め、農学校生が教師を務める遠友夜学校では貧困家庭

の子どもたちが学び、農学校のシンボル演武場（現札幌市時計台）の鐘の音は、市民の生

活にリズムを刻んだ。１９０３年、農学校は帝国大学への昇格を見越し、市街地からやや離れ

た広いキャンパスへと移転した。北大の新たな歩みのはじまりである。

４．展示挨拶・概要パネル

４－１．展示挨拶パネル

附属図書館・大学文書館共催展示企画

北大生の学生群像
１８７６年に札幌農学校が開校して以来、北大は１３０年以上の歩みを続けてきました。
この間、北大で学士を取得した卒業生は１２万人に及びます。さらに戦前の予科・実科・
専門部の卒業生、戦後の医療技術短期大学部卒業生、そのほか大学院生・留学生・選
科生など、また卒業・修了しなかった学生・生徒も含めば、すばらしく多くの人々が
北大で学生時代を送ったことになります。
北大生は、それぞれの時代に、思い思いの学生生活を過ごしてきました。これら諸

先輩の学生生活の影像から、私たちは今の学生生活をより充実させるためのヒントを
垣間見ることができないでしょうか。
附属図書館は、北大生が時間を忘れて読みふけった図書・雑誌、授業や試験のため

に必死になって学んだテキストを所蔵しています。大学文書館は、北大生として在学
したことを示す文書、学業や課外活動を記録した資料を所蔵しています。また、直接・
間接に学生生活の様子を捉えた写真も多数存在します。これらの資料を基に、北大生
の学生生活を振り返る展示企画「北大生の学生群像」を４期に渡って開催します。

展示「北大生の学生群像」第Ⅰ期・第Ⅱ期
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４－２．展示第Ⅰ期の概要パネル

第Ⅰ期 札幌農学校生の学生生活（１）

札幌農学校で世界と出会うとき

第Ⅰ期は、１８７６～１９００年、札幌農学校前・中期、第１～１８期生の学生生活を展示す

る。この時期の札幌農学校では、外国人教師が洋書を参考書として英語で最先端の西

洋科学に関する講義を行なった。札幌農学校生にとって、教室はまさに世界との出会

いの場であった。

殊に俊英ぞろいの初期農学校生（第１～４期生）であっても、すべて英語でなされ

る講義についていくのは並大抵ではなかった。さらに講義以外でも、聖書講読、英語

演説、洋食導入など、学生生活全体が西洋文化で満たされていた。こうした学生生活

が、内村鑑三・新渡戸稲造・志賀重�といった教養人を生む素地となったと言えるだ
ろう。

学生生活は講義を行なう教室のみではなく、修学旅行、標本採集、各種の勉強会・

研究会・サークルへと広がりを見せていった。札幌農学校の幅広い学生生活で世界と

出会った卒業生は、やがて世界へと飛び出していくことになった。

４－３．展示第Ⅱ期の概要パネル

第Ⅱ期 札幌農学校生の学生生活（２）

札幌農学校で世界が出会うとき

第Ⅱ期は、１８９０年代～１９１０年頃、札幌農学校後期に在学した第１７～２４期生の学生生

活を中心に展示する。この時期、教授陣の中心は第１、２期生ら卒業生が形成し、農

業経済学、植物病理学、農芸化学、農学、畜産学、昆虫学・養蚕学といった専門分科

が確立した。

第１９期生からは小説家有島武郎はじめ、文化生活を提唱した森本厚吉、納豆製法を

改良した応用菌学者半澤洵、「メンデルの法則」を紹介した園芸学者星野勇三などを

輩出し、百花繚乱であった。

「北のアゼンス（Athens＝アテネ）」として花開きつつある札幌に憧れ、全国から

札幌農学校を目指す若者が増えた。さらに中国、インド、朝鮮からの留学生も入学し、

札幌農学校は世界が出会う場となっていった。

そして、この時期、札幌農学校は、演武場（時計台）があった開校以来のキャンパ

スに別れを告げ、北８条の現キャンパスに移転する。新しい環境の中で、北大が次の

一歩を踏み出そうとしていた。
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５．展示資料目録

札幌農学校の学生生活（１）――札幌農学校で世界と出会うとき――

Ⅰ－１．教室で西洋文化と出会うとき

１

W．S．クラーク講義「植物生理学」（佐藤昌介受講ノート、１８７６年）

ノート／大学文書館蔵

第１期生佐藤昌介がW．S．クラークの講義を書き留めたノート。赤字は、クラークがノー
ト点検をした際に訂正したもの。

２

玻璃漏斗〔はりろうと〕の注文文書（１８７７年５月２５日）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書０６０）

化学実験器具として注文したガラス製ろう斗の形状説明。農学校初期には、このほかにも
西洋式の体操用具・機械類などを多数注文している。

３

J．N．デイナ『地質学』

図書／附属図書館貴重資料室蔵（札幌農学校文庫）

James D.Dana “Geology,” 1870.
当時の農学校蔵書目録には「ダナ氏地質手薄大本」と登録され、地質学の講義の参考書と
して使用された。現存するのは「第七拾五号ノ一号」だが、「第二号生徒賞賜ペンハロー
へ払下」と目録に記載があり、教師ペンハローが１冊を成績優秀な生徒に賞品として与え
たことが分かる。

４

J．C．カッター『生理学』

図書／附属図書館貴重資料室蔵（佐藤昌介文庫）

J.C.Cutter “Physiology,” 1885.
農学校で生理学・英学等を教えた J．C．カッターの著書でテキストとしても使用した。カ
ッターが、教え子（第１期生）であり、農学校教授となっていた佐藤昌介に献呈したサイ
ンも記されている。

５

W．シェークスピア『ハムレット』

図書／附属図書館貴重資料室蔵（札幌農学校文庫）

“Shakespeare’s Tragedy of HAMLET, Prince of Denmark,” 1879.
赤・青鉛筆による下線や書き込みは学生時代の新渡戸稲造（第２期生）によるもの。挿し
絵にも色塗りをしている。新渡戸は常に色鉛筆を片手に読書したが、『ハムレット』は殊
のほか書き込みが多い。

６

札幌農学校初期の外国人教師（１８７９年）

写真／大学文書館蔵

左から J．C．カッター（生理学）、H．ホイーラー（土木学）、ペンハロー夫人、D．P．ペンハ
ロー（化学）、ホイーラー夫人、W．P．ブルックス（農学）、ピーボディ（数学）。

Ⅰ－２．放課後だって西洋流

７

志賀重昂「在札幌農学校第弐年期中日記」（１８８１～８２年）

日記／大学文書館蔵

第４期生志賀重昂の２年生在学時の日記。１２月１６日には化学の試験を控え、農場実習（「マ
ニュアル、レーボル」）をサボった。そのため、１９日に担当教師ブルックスから品行点減
点と相応の処分を予告され、「畏ロシヤ」（おそろしや）と記している。

展示「北大生の学生群像」第Ⅰ期・第Ⅱ期
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８

寄宿舎の献立（１８８１年１１月２４日）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書１０４）

札幌農学校は北海道産物を使用した洋食を奨励した。寄宿舎では夕食を洋食とし、主にエ
ゾシカの肉などが食卓に上がったほか、１日おきにライスカレーが出た。

９

演芸式次第（１８７８年７月３日）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書０６７）

農学校の教育では演説法・弁論術の習得も重視した。英語による演説会も頻繁に開催し
た。農業経済学者となる佐藤昌介「農業及其発開」、敬虔なクリスチャンの大島正健「学
術ハ宗教ノ侍婢」、日露戦争期に非戦論を説く内村鑑三「魯西亜悪ムヘカラス」、道徳論の
著述の多い新渡戸（太田）稲造「農業ノ農家ノ品行上ニ於ケル勢力」など、学生時代、既
に顕著な個性が窺われる。

１０

「開識社記録」（１８７７～８１年）

記録ノート／大学文書館蔵

開識社は農学校生が月に２～４回開いた弁論大会。英語演説も多く、対論形式の場合もあっ
た。１８７８年１０月１２日には「国ノ役人ノ利口ハ人民ノ頭痛」を論題に、佐藤昌介・出田晴太
郎が肯定論、南鷹次郎・柳本通義が否定論を唱えたが、参加者全員が否定論を支持した。

１１

第４期生がブルックスに宛てた英文書翰

書翰／附属図書館北方資料室蔵

農学校生は外国人教師との意志疎通にも当然英語を用いた。書翰では教師ブルックスに農
場実習再開を要望している。農学校生は卒業後も恩師へ英文書翰を送り、同窓生同士が英
文で遣り取りをしていた。

１２

札幌農学校模範家畜房完成予想図（“First Annual Report,” 1877.より）

刊行物／大学文書館蔵

W．S．クラークが提案し、W．ホイーラーが設計を指導した、アメリカ型の有畜農業施設。
後に寮歌「都ぞ弥生」などに歌われる牧歌的な学生生活を醸し出した。１９１０年には北１８条
の第二農場に移転改築され、現在もその偉観をとどめている。

Ⅰ－３．教室から飛び出して

１３

高橋良直の「修学旅行願」と橋本左五郎教授の「証明書」（１８９３年８月１８日）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書９０６）

農学校生は夏休みに修学旅行へ出掛け、植物採集、農場・牧場の経営調査、農産物の作況
調査、博覧会見学などを行なった。第１３期生の高橋良直らは定山渓で植物採集を行なった。

１４

平塚直治の「札幌農学校之証」（１８９５年５月１６日）

証明書／大学文書館蔵

修学旅行の際に汽車・汽船賃を割り引いてもらうための証明書。第１４期生の平塚直治ら
は、仙台・東京・京都などを約１カ月半にわたり旅行した。

１５

高岡熊雄の在学時の日記（１８８９年）

日記／大学文書館蔵

第１３期生高岡熊雄が予科４年生のときの日記。７月４日には図書館（「書籍館」）へ行った
が閉館であったこと、晩に豊平川や中島公園を散歩したこと、５日には第８期生の卒業式
があり日章旗が掲げられ演武場（現在の札幌市時計台）に緑門が造り込まれた様子など、
学生生活を記録している。
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１６

第１２期生の修学旅行報告書（１８９３年）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書４７０）

修学旅行へ行った農学校生は報告書を学校に提出することになっていた。第１２期生黒澤信
良、山田幸太郎ら７名は南鷹次郎教授の引率で、２月６～１５日、野幌・江別・角田・樺戸
などで農況視察を行なった。報告はたいへん詳細で、農具の説明にまで及んでいる。

１７

川上瀧彌「阿寒湖採藻記」（１８９８年）

雑誌／附属図書館北方資料室蔵

農学校生は学業の成果を学友会誌である『学芸会雑誌』などに発表した。第１８期生川上瀧
彌は『学芸会雑誌』第２５号に阿寒湖の藻類の調査を報告し、緑色藻類の一種 Oladophora
Sauterに「マリモ（毬藻）」の和名を命名した。

１８

中村友太郎・菊地槌之進の「時習館教師嘱託願」（１８９３年４月２８日）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書９０６）

第１４期生中村友太郎、第１５期生菊地槌之進が、私塾「時習館」で教師をすることについて、
農学校に許可を願い出た文書。現在で言えば、学生の学習塾アルバイトに当たる。

Ⅰ－４．農学校を飛び立つ

１９

帝国製麻株式会社（１９１８年ころ）

写真／附属図書館北方資料室蔵

戦前の北海道の主要産業であった合成繊維業を担った。第１４期生平塚直治が技師として勤
め、後に取締役になった。その後も多くの北大卒業生が就職した。現在の北８条東１丁目
付近。

２０

平塚直治「亜麻立枯病研究報告」（１８９６年）

文書／附属図書館北方資料室蔵

第１４期生平塚直治は、宮部金吾に師事して亜麻の病理学的研究を行なった。専門性をいか
して、亜麻から合成繊維を作製する北海道製麻株式会社（後の帝国製麻株式会社）の技師
となった。

２１

大日本麦酒株式会社札幌支店製麦場（１９１０年ころ）

写真／附属図書館北方資料室蔵

元は札幌製糖所の建物。その後、大日本麦酒株式会社の工場となった。札幌製糖所にも大
日本麦酒株式会社にも多くの農学校卒業生が就職した。第１５期生藤田昌は大日本麦酒株式
会社の技師、取締役となった。建物は現在のサッポロビール園に現存する。

２２

藤田昌『醸造用大麦論』（１９１１年）

図書／附属図書館貴重資料室蔵（南鷹次郎文庫）

第１５期生藤田昌は、南鷹次郎に師事して農学を専攻した。大日本麦酒株式会社の技師とな
り、『醸造用大麦論』を刊行した。裳華房は、松村松年『日本昆虫学』、高岡熊雄『北海道
農論』、藤田経信『日本水産動物学』、出田新『日本植物病理学』など農学校卒業生の研究
書を多数出版した。

２３

宮部金吾宛て藤田昌書翰（１９１３年６月２０日）

書翰／大学文書館蔵

大日本麦酒株式会社技師長藤田昌（第１５期生）が、同技師笠原十司（第１８期生）の行なっ
たホップ生育状況調査を宮部金吾教授に伝え、病害についての検査を依頼している。合わ
せて、北海道庁農事試験場技師高橋良直（第１２期生）にも標本を送ったと記している。農
学校卒業生のネットワークが北海道の産業を支えていた。

展示「北大生の学生群像」第Ⅰ期・第Ⅱ期
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札幌農学校の学生生活（２）――札幌農学校で世界が出会うとき――

２４

宮部金吾宛て川上瀧彌ハガキ（１９１５年６月２７日）

書翰／大学文書館蔵

第１８期生川上瀧彌は台湾総督府技師となり、このときは博物館長を務めていた。恩師宮部
に宛てて、台北の高温が体に堪えること、展覧会の準備をしていること、佐藤昌介学長が
来台したこと、宮部の来訪を待ち望んでいることなどを書き送っている。川上はこの数カ
月後に病逝する。川上の他にも非常に多くの農学校卒業生が台湾総督府で技師などを務め
ていた。

２５

高岡熊雄のドイツ留学時の受講ノート（１９０３年）

ノート／大学文書館蔵

第１３期生高岡熊雄は佐藤昌介・新渡戸稲造に師事して農業経済学を学んだ。新渡戸離任後
にその後任となり、ベルリン大学などに留学した。ドイツ語でノートを取り、ドイツ人ら
しき落書きもしている。

２６

谷井恭吉への清国山東省農桑顧問招聘関係文書（１９０３年）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書７７４）

農場を経営していた第１１期生谷井恭吉は清国山東省の農事顧問に招聘された。翌１９０４年、
谷井は多くの山東省出身中国人を留学生として札幌農学校農芸科に入学させた。これを契
機として、農学校へ入学する中国人留学生が増えていく。

Ⅱ－１．有島武郎がいた青春

２７

有島武郎の「徴兵猶予証明願」（１８９８年１１月１７日）

文書／大学文書館蔵

徴兵令は、２０歳以上の男子が徴兵検査を経て、現役（陸軍３年、海軍４年）として入営し、
さらに予備役・後備兵役につくことを定めていた。ただし、中等学校以上の在学者には、
徴集猶予や卒業後の一年志願兵制度などの特権があった。第１９期生有島武郎は２０歳（農学
校１年級在学）のとき、徴集猶予され、卒業後に志願兵として１年間陸軍に入営した。

２８

有島武郎の「欠課届」（１８９９年５月１２日）

文書／大学文書館蔵

幼い頃から大きな感化を受けてきた祖母・山内静の危篤の報を受け、有島は農学校に欠課
届を出し、東京に帰省して看病に当たった。当時、有島は農学校１年級。苦悩の末にキリ
スト教入信を決意して、両親と対立し、祖母を悲嘆に暮れさせていた時期だった。

２９

有島武郎の「身体検査証」（１９００年４月）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書７２３）

有島が２２歳、農学校３年級在学中の身体検査票。身長１６０㎝、体重５６㎏は、当時の成人男
子としては平均的な体格。

３０

佐藤昌介の閻魔帳

手帳／大学文書館蔵

佐藤昌介校長が担当した講義の出欠や成績、試験問題等を記録した手帳。有島ら第１９期生
が３年級在学時（１８９９～１９００年）の「農業経済学」講義の成績が記されている。最上欄に
記載がある有島は３５人中１０番目の好成績。
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３１

スタンレー『リヴィングストン発見記』

図書／附属図書館貴重資料室蔵（札幌農学校文庫）

Henry M. Stanley “How I found Livingstone,” 1872.
ヘンリー・モートン・スタンレー（１８４１‐１９０４）はイギリスのジャーナリスト・探検家。
アフリカで行方不明になっていた著名な探検家 D．リヴィングストンを探し出したことで
有名。有島武郎と森本厚吉は、この作品を基に『リビングストン伝』を執筆した。

３２

有島武郎・森本厚吉『リビングストン伝』（１９０１年）

図書／附属図書館貴重資料室蔵（札幌農学校文庫・新渡戸稲造文庫）

デイヴィッド・リヴィングストン（１８１３‐１８７３）はイギリスの探検家、生涯にわたるアフ
リカ探検で有名。有島は、同級生の森本厚吉と共に農学校の図書館を渉猟してリヴィング
ストンについて調べ、農学校在学の記念として伝記を執筆した。有島にとっては最初の本
格的な著作。有島が新渡戸夫人・メアリー宛に献呈文を書き込んでいる。

３３

カーライル『サーター・レザータス（衣裳哲学）』

図書／附属図書館貴重資料室蔵（佐藤昌介文庫）

Thomas Carlyle “Sartor resartus,” 1838.
トーマス・カーライル（１７９５‐１８８１）はイギリスの文筆家。内村鑑三・新渡戸稲造・夏目
漱石・土井晩翠ら当時の知識人に大きな影響を与えた。札幌農学校でも、第１９期生有島・
森本厚吉・木村徳蔵を中心に「サーター・レザータス研究会」を開いていた。

３４

有島武郎「同級生」の登場人物を特定した筆写資料

手稿／大学文書館蔵

有島が、農学校卒業１０年後（１９１１年）に同級生や教授の動向を記した著作。有島と同期だっ
た半澤洵が晩年に、あだ名で登場する人物の本名を特定した筆写資料。「学長閣下の禿頭」
（佐藤昌介）、「毒舌家」（高岡熊雄）、「バンド・マスター」（森本厚吉）、「ミュル」（有島
武郎）、「坊ちゃん」（半澤洵）、「文福」（星野勇三）など。

３５

第１９期生の集合写真（１９００年３月）

写真／大学文書館蔵

最前列（腕を組んでいる）右端に有島武郎、３人目が半澤洵。前列左端の人物に腕を回し
ているのが星野勇三。２列目（椅子に座っている）左端から森本厚吉、森廣。４列目右端
に岩波六郎。最後列右端に木村徳蔵。第１９期生３年級在学時の千歳孵化場修学旅行記念写
真。

Ⅱ－２．羽ばたく１９期生

３６

岩波六郎『牧場の経営』（１９０９年）

図書／大学文書館蔵

ドイツ留学から帰国したての橋本左五郎教授（第８期生）に最先端の畜産学を学んだ第１９
期生岩波六郎は、畜産技術者の道を歩んだ。著書『牧場の経営』は、建造物、器具器械、
家畜の選定、飼料、畜産加工品など牧場経営全般に言及した専門的ハンドブックとして版
を重ねた。

３７

月寒種畜牧場 燕麦収穫風景（１９０８年）

写真／大学文書館蔵

農商務省管轄の月寒種畜牧場は、北海道庁管轄の真駒内種畜牧場と共に代表的な官営牧場
だった。月寒種畜牧場には農学校第１９期生岩波六郎が牧場長、第２３期生川嶋一郎が技術者
として務めた。現在、敷地の一部が羊ヶ丘展望台になっている。
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３８

森本厚吉『アパートメントハウス 新しい住宅の研究』（１９２６年）

図書／附属図書館蔵

農学校第１９期生の森本厚吉（１８７７‐１９５０）は、同期の有島とは在学時代から一方ならない
親交を結んでいた。卒業後、アメリカ留学などを経て農学部教授を務めた。北大離職後、
東京に移り、「文化生活」を提唱して、文化アパートメントや女子経済専門学校（現在の
新渡戸文化学園）を開設した。

３９

森本厚吉『文化生活』（１９２３年６月号）

図書／附属図書館蔵

森本は１９２０年代から都市消費生活を論じ、雑誌『文化生活』を発刊して、新しいライフス
タイルを提唱した。『文化生活』には有島はじめ、松村松年教授、佐藤昌介総長、新渡戸
稲造、田所哲太郎（１９１０年卒）など農学校関係者の寄稿も多い。

４０

半澤洵編集雑誌『納豆』第２号直筆原稿（１９２１年）

原稿／大学文書館蔵

有島と同期（第１９期生）の半澤洵は、１９１１年からドイツなどに留学し発酵菌類を研究して、
帰国後、北大農学部に日本初の応用菌学講座を創設した。特に、納豆菌を研究し、衛生的
な納豆製法を提唱し、１９２１年に雑誌『納豆』を刊行して普及に努めた。雑誌の原稿執筆か
らレイアウト、校正に至るまで、半澤自身が行なった。

４１～

４４

半澤博士製法納豆ラベル

ラベル／大学文書館蔵

半澤は、製造法のみならず、納豆の商品化や容器、料理法まで提案し、安全な健康食品と
してアピールした。半澤が手を入れた納豆商品ラベルには、納豆を使ったオムレツ、サン
ドイッチなども紹介している。

納豆ラベル１ 「宮城野納豆」（宮城県）
納豆ラベル２ 「千歳ナット」（山形県）
納豆ラベル３ 「新屋納豆」（秋田県）
納豆ラベル４ 「飯沼納豆」（福島県）

４５

星野勇三『最新果樹栽培講義』上巻（１９１５年）

図書／附属図書館蔵

有島と同期の第１９期生は俊英揃いであったが、中でも星野勇三は最優秀であった。星野は
園芸学の中でも特に果樹栽培法を専門とし、学術研究を通じて北海道の果樹産業振興に大
きく貢献した。

４６

森廣・川上瀧彌『はな』（１９０２年）

図書／附属図書館貴重資料室蔵（札幌農学校文庫）

農学校第１８期生川上瀧彌（「マリモ」の命名者）、第１９期生森廣の共著による花の小図鑑。
出版には、森と同期の有島や第４期生志賀重昂が尽力した。また、挿画を農学校画学講師
飯田雄太郎が担当した。飯田は北海道になじみ深い「すずらん・ライラック」（第３版、
１９０３年）も描いている。

Ⅱ－３．北のアゼンス、札幌へ

４７

札幌農学校学芸会編『札幌農学校』（１８９８年）

刊行物／大学文書館蔵

札幌農学校学芸会が、農学校の歴史と現況（環境、施設、学生生活など）を紹介するため
に編纂した冊子。進学ガイドブックとして農学校を全国区へと押し上げた。本書の旧蔵者
である第２３期生川嶋一郎は「本書ハ私ニ札幌農学校入学ノ決心ヲ為サシメシ紀念ノ冊子テ
アル」と書き込んでいる。
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４８

予修科入試関係文書（１９０２年７月１日）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書９７８）

札幌農学校への入学者が全国から訪れるようになったため、各府県の中学校に委託して現
地で予修科（本科へ進学するための準備教育課程）の入学試験を実施した。入試は７月９
～１１日の３日間に及び、試験時間は数学と英語が３時間、作文と漢文が２時間であった。

４９～

５０

〔沖縄出身学生〕
宮城源榮の「入学願書」・「履歴書」（１９００年６月１８日）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書７２９‐３）

沖縄出身の宮城源榮（後に宮城鐵夫と改名）は、沖縄県中学校在学中、同校に博物教師と
して赴任していた札幌農学校第１４期卒業生平塚直治から影響を受け、東京で英語を学んだ
後に、１９００年に農学校予修科へ入学した。当時、多くの農学校卒業生が全国の中学校等の
教員を務めており、こうした卒業生の影響で農学校を目指した生徒も多かった。

５１

宮城鐵夫と植物学教室メンバー（１９０５年７月）

写真／植物園蔵

後列右が第２３期生宮城鐵夫、前列に座っている右が宮部金吾教授（第２期生）、左が半澤
洵助教（第１９期生）。沖縄出身の宮城は、宮部教授に師事して植物病理学を専攻し、卒業
後は沖縄県立農学校長、沖縄県技師、沖縄製糖株式会社取締役などを務め、沖縄の教育界・
産業界に大きく貢献した。

５２～

５４

〔インド人留学生〕
バルタクルの「入学嘆願書」（英文、１９０５年８月２５日）
バルタクルの「入学願書」・「履歴書」（和文、１９０５年８月３０日）

文書／大学文書館蔵（札幌農学校簿書８２３）

札幌農学校には１９０２年以降、清国（中国）から３７名、朝鮮から１名、インドから４名留学
生が入学した。インド人バルタクル（L.Barthakur）は、１９０５年に撰科生（現在の科目等
履修生）として入学し、農芸化学を学んで１９０７年に卒業した。

５５

〔清国人留学生〕
周忠緯の「臨別贈言」（１９０２年）

文書／大学文書館蔵

周忠緯は、１９０２年４月に清国（中国）から農芸科に入学した札幌農学校最初の留学生。農
学校寄宿舎では周の歓迎会を開催した。しかし父親が病気になったため、５月１１日に周は
帰国することになり、寄宿舎生一同が札幌駅まで見送った。このとき、周は「諸君が親切
にしてくれたことは感謝に堪えない。日本に来られて幸せだった。」と告別文を残した。
農学校生が留学生を暖かく迎え入れた様子がうかがえる。

Ⅱ－４．さらば、演武場の青春

５６

第１９回遊戯会競技出場者（１９００年５月６日開催）

刊行物／附属図書館蔵

札幌農学校遊戯会は、外国人教師の提案で開校２年目の１８７８年に始まった、日本最初の運
動会の１つ。農学校生が出場する芋拾競争・スプーン競争・食菓競争といった各種競争の
ほか、来賓・他学校生徒・小学生・卒業生が参加する競技もあった。遊戯会には多くの観
客がつめかけ、札幌の風物詩だった。（『第十九回遊戯会報告』、１９００．１０）
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５７

第１８回遊戯会会場図（１８９９年５月６日開催）

刊行物／附属図書館蔵

遊戯会では様々な余興も行なわれた。この年の仮装行列「出世ノ鑑」は喝采を浴びた。先
頭から、乳母に抱かれた嬰児、男児、小学生、中学生、農学校生、そしてシルクハット・
燕尾服姿で人力車に乗った学士紳士と続いた。このほか、農学校生が前掛け姿で茶菓を振
る舞う「喫茶亭」も出店した。（『第十八回遊戯会報告』、１８９９．８）

５８～

６０

東北地方飢饉救済慈善音楽会広告・プログラム・日誌記事（１９０３年２月２４日）

文書／大学文書館蔵

前年の１９０２年、東北地方は大凶作に見舞われた。この飢饉の窮状を救おうと、農学校寄宿
舎生が札幌座（南７西３）で慈善音楽会を企画した。当日の「寄宿舎日誌」には「音楽ノ
高尚、能ノ優美ナルト演者ハ皆ナ札幌屈指ノ True Gentleman & Ladyナルトニ依リ聴者
ハ水ヲ打チタル如ク静寂ナリシ」と記録されている。

６１

遠友夜学校第６回卒業記念（１９０４年）

写真／大学文書館蔵

遠友夜学校は新渡戸稲造・メアリー夫妻が、教育を受けられない子どもたちのために開設
した学校。多くの農学校教官や学生・生徒が学校運営に携わった。中央に宮部金吾代表（農
学校教授）、左に半澤洵助教授、写真右の木の幹を挟んで左側が末光績（第２３期生）、右側
が信三（１９１０年卒業）の兄弟。最後列右端に逢坂信�（１９０８年卒業）。

６２

メアリー夫人が半澤洵に献呈した新渡戸稲造の遺著（１９３４年）

図書／大学文書館蔵

Inazo Nitobe “Reminiscences of Childhood in the Early Days of Modern Japan,” 1934.
故新渡戸稲造を引き継ぎ遠友夜学校の第２代校長に就任したメアリー夫人が、夜学校代表
者として実質的な運営責任を担う半澤洵（北大教授）に対して、その尽力に感謝する旨の
献辞を添えている。

６３

川嶋一郎の「修学旅行鉄道割引証」（１９０２年７月１０日）

証明書／大学文書館蔵

第２３期生川嶋一郎は、農学校予修科から本科１年生へと進学する年の夏休みに、東北徒歩
旅行に出掛けた。その際、川嶋は割引証を使って、札幌から函館まで汽車に乗り、青函連
絡線で青森に渡り、再び汽車で弘前へ行った。帰途も故郷の岩手県二戸郡福岡町から、汽
車等を利用した。現在の学割に当たる。

６４

川嶋一郎の紀行日記「東北遊記」（１９０２年７月）

日記／大学文書館蔵

第２３期生川嶋は、同級生と共に弘前・秋田から十和田湖を抜け故郷の岩手県二戸郡福岡町
に至る２０日間の徒歩旅行を決行した。途中、十和田湖付近では遭難しかけ、山中に野宿し
ている。秋田県土埼付近では馬に乗り道中を楽しんでいる。

６５

川嶋一郎の紀行日記「北海紀行」（１９０４年８～９月）

日記／大学文書館蔵

第２３期生川嶋は、３年生に進学する夏休みには、名寄から興部に抜け、オホーツク海沿い
を徒歩で南下して釧路に至り、汽車で帯広に出て、太平洋岸を苫小牧まで北上する、２５日
間の徒歩旅行を行なった。９月から畜産学を専攻することになっていた川嶋は、途中、牧
場見学をしている。絵は襟裳岬灯台の様子。
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６．展示パネル目録

６－１．回想パネル目録

６６

下宿屋「自炊庵」の人びと（１９００年頃）

写真／大学文書館蔵

自炊庵は農学校の近隣にあった下宿屋。多くの農学校生が住んでいた。前列左端が星野勇
三（第１９期生）、後列中央に川上瀧彌（第１８期生）、右が芳賀鍬五郎（第１８期生）。前列中
央は下宿屋の娘、依田戌。

６７

下宿屋「自炊庵」の朝の様子（依田戌の作文、１９００年頃）

作文／大学文書館蔵

北海道庁立高等女学校３年生になった依田戌の作文。下宿している農学校生たちは、「農
学校の八時半の鐘の音と共に学校に行く人等ハいって参りますと一礼いたしまして出で参
ります」と、下宿屋「自炊庵」の朝の情景を描写している。エルムの鐘の音は、北１条キ
ャンパスの近隣に響きわたっていた。

Ⅰ－１－１ 佐藤昌介「エゾシカのステーキ」

Ⅰ－１－２ 宮部金吾「植物採集三昧」

Ⅰ－１－３ 黒岩四方之進「佐藤昌介のお国ことば」

Ⅰ－１－４ 大島正健「内村鑑三 VS上級生」

Ⅰ－２－５ 内村鑑三「研究成果の実践は祝宴で！」

Ⅰ－２－６ 内田瀞「土佐ボーイの悪戯日記」

Ⅰ－２－７ 新渡戸稲造「初めてのアルバイト」

Ⅰ－２－８ 南鷹次郎「ヒグマ出没注意！」

Ⅰ－３－９ 橋本左五郎「悪友 夏目漱石の袴」

Ⅰ－３－１０ 石川貞治「パニーで、菓子屋 蛇足へ」

Ⅰ－３－１１ 高岡熊雄「蕎麦屋 まるき○キ」

Ⅰ－３－１２ 大島金太郎「ソッチ、モッチ先生」

Ⅰ－４－１３ 平塚直治「演武場の大時計」

Ⅰ－４－１４ 松村松年「夜更けの西洋梨風味実験」

Ⅰ－４－１５ 大村卓一「マラソン選手養成寮」

Ⅰ－４－１６ 佐々茂雄「渡る世間にピヤソンさん」

Ⅱ－１－１７ 有島武郎「図書館は宝石箱」

Ⅱ－１－１８ 半澤洵「有島武郎の隣は特等席」

Ⅱ－１－１９ 木村徳藏「麒麟児 有島武郎」

Ⅱ－１－２０ 末光績「カーライル研究会」

Ⅱ－２－２１ 星野勇三「演武場イルミネーション」

Ⅱ－２－２２ 伊藤清藏「遊戯会 １マイル競走」

Ⅱ－２－２３ 明峰正夫「寄宿舎、夜の生態」

Ⅱ－２－２４ 橋本直也「窓辺に熊の皮」

Ⅱ－３－２５ 末光信三「放牧牛がのそのそ」

Ⅱ－３－２６ 素木得一「昆虫を追って、どこまでも」
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６－２．風景パネル目録

Ⅱ－３－２７ 岩波六郎「遠友夜学校の学び舎」

Ⅱ－３－２８ 川嶋一郎「トルストイ中毒」

Ⅱ－４－２９ 田所哲太郎「洋書輪読講義」

Ⅱ－４－３０ 中島九郎「ザリガニと豪傑先生がいたころ」

Ⅱ－４－３１ 逢坂信�「校長の頭は…」
Ⅱ－４－３２ 鈴木限三「白亜の新校舎」

Ｐ１

旧札幌農学校平面図（１８８０年）

平面図／大学文書館蔵

北１～２条西１～２丁目にあった札幌農学校キャンパス。図面の上が西方向。ここが農学
校生の学生生活の舞台となった。

Ｐ２

札幌市街地（１８８９年）

写真／附属図書館北方資料室蔵

北海道庁屋上から東側を撮影したパノラマ写真。中央に札幌農学校演武場、その左が北講
堂、右が寄宿舎。

Ｐ３

札幌農学校の農校園（１８８０年頃）

写真／大学文書館蔵

札幌農学校の農場施設（現在は北１８条に移転）。左奥に見えるのが模範家畜房。現在の事
務局建物の北西あたり。

Ｐ４

北西から見た札幌農学校校舎（１８９０年頃）

写真／附属図書館北方資料室蔵

左から、観象台（天文台）、北講堂、演武場、寄宿舎。

Ｐ５

〈演武場外部〉演武場前の第２０回遊戯会（１９０１年）

写真／附属図書館北方資料室蔵

農学校創立２５周年を記念して演武場（現札幌市時計台）前で開催した遊戯会。多くの市民
が見物にかけつけた。

Ｐ６

〈演武場内部〉佐藤昌介・宮部金吾・南鷹次郎の学位授与祝賀会（１８９９年）

写真／附属図書館北方資料室蔵

札幌農学校第１、２期卒業生だった三者は、長く教授陣の中心を担った。多目的ホールだっ
た演武場２階の造りがよくわかる。

Ｐ７

〈図書館〉新築直後の札幌農学校図書館（１９０３年１２月）

写真／附属図書館北方資料室蔵

１９６５年に現在の附属図書館本館が竣工するまで、６０年以上にわたり北大の研究・教育を支
え続けた。建物は現存する。

Ｐ８

〈新キャンパス〉校舎配置図（１９１３年）

刊行物／大学文書館蔵

１９０３～０７年にかけて、当初の北１～２条西１～２丁目のキャンパスから、北８条の現キャ
ンパスに移転した。９（林学講堂）、１３（昆虫学及養蚕学講堂）、１４（図書館）の建物は現
存し、登録文化財となっている。
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７．回想パネル

植物採集三昧
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内村鑑三VS上級生
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土佐ボーイの悪戯日記
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ヒグマ出没注意！
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パニーで、菓子屋 蛇足へ
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ソッチ、モッチ先生
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夜更けの西洋梨風味実験
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渡る世間にピヤソンさん
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有島武郎の隣は特等席
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カーライル研究会
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演武場イルミネーション
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寄宿舎、夜の生態
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校長の頭は…
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８．風景パネル

Ｐ１ 旧札幌農学校平面図（１８８０年）

Ｐ２ 札幌市街地（１８８９年）
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Ｐ３ 札幌農学校の農校園（１８８０年頃）

Ｐ４ 北西から見た札幌農学校校舎（１８９０年頃）
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Ｐ５ 〈演武場外部〉演武場前の第２０回遊戯会（１９０１年）

Ｐ６ 〈演武場内部〉佐藤昌介・宮部金吾・南鷹次郎の学位授与祝賀会（１８９９年）
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Ｐ７ 〈図書館〉新築直後の札幌農学校図書館（１９０３年１２月）

Ｐ８ 〈新キャンパス〉校舎配置図（１９１３年）

北海道大学大学文書館年報 第５号（２０１０年３月）

―１６６―


